
政策の内容

生活満足度に関する指標（個別指標）

現状・課題

政策コストの状況（千円）

※「①事業活動（アクティビティ）」の予算・決算の合計

人工

暫定再任用職員（26時間勤務） 0.0

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

正規職員 6.7

会計年度任用職員 1.6

暫定再任用職員（31時間勤務） 0.6

予算

分野

03

老朽化した遊具や施設の更新、長寿命化対策を計画的に進めるとともに、周辺環境や安全に配慮した樹木管理を
行います。合わせて、定期的な巡視点検パトロールの実施により、公園利用の安全性の確保を図ります。

決算 1,980,019

政策シート

※総合計画基本計画に係る市民意識調査（アンケート）の結果

2027
年度

2028
年度

2029
年度

生活サービス
施設の充実

あなたの暮らしている地域の生活サー
ビス施設（医療・福祉、買物、文化、公
共交通、公園など）は充実していると感
じますか。

3.07 3.04

（管理番号）

03 01

政策

2025年度

指標名 質問文
基準値

2024年度
2025
年度

2026
年度

・令和５年度の包括外部監査において、ハザード３遊具の解消、樹木の適正な管理（倒木等事故の未然防止対策）
について指摘を受けており、是正期間は原則３年とされている。
・令和６年度には、倒木事故（物損２件）、遊具事故（人身１件）が発生している。その他にも事故には至らなかった倒
木や遊具不具合の事案が発生している。
・急激に増加している老朽化施設や、老木化・高木化が進み倒木等の危険性が内在している樹木への対応が必要
である。併せて、定期的な巡視点検による不具合の早期発見に注力することが重要である。

2025年度 2026年度 2027年度

都市公園の適正な維持管理

2028年度 2029年度

2,096,560

まちなみの良さ
あなたの暮らしている地域のまちなみ
（景観・緑など）は良いと感じますか。

3.27 3.20

03 01

基本政策 政策

担当課名

公園管理事務所
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①事業活動（アクティビティ）

※予算・決算は各事業に係る経費を計上

公園施設維持管
理事業

１　雄踏総合公園ほか17公園の運営管理
・雄踏総合公園ほか17公園の指定管理者による運営管理を行う。

377,567

373,373

2025年度
予算

（千円）
事業名 事業内容

愛護育成事業
１　愛護会等への報償金
・公園内の清掃及び除草、軽易な剪定刈りこみなどの愛護会活動に対する支援を行う。

16,157

14,729

519,374

107,342

107,342

公園巡視機動業
務委託事業

公園施設改良事
業

公園施設長寿命
化事業 国交付金
事業

96,567

872,373

868,634

97,373

2025年度
決算

（千円）

１　整備工事
・照明灯のLED化工事を実施する。
・施設更新、遊具修繕などを実施する。

１　公園施設長寿命化事業
・長寿命化計画に基づき小豆餅公園などにおける遊具の更新を実施する（老朽化対策及びハザー
ド3解消）
・スプリング遊具の更新を実施する。

公園緑地帯維持
管理事業

１　樹木管理
・規模の大きな公園を対象に、定期的な維持管理業務（除草、清掃など）を実施する。※公園定期
維持管理業務
・管理公園全てを対象に、樹木剪定・伐採、除草などを実施する。※公園樹木管理業務
・危険木の伐採・剪定を行う。
２　清掃業務・し尿浄化槽
・トイレ清掃、し尿収集、枯草回収を実施する。
３　設備保守
・噴水、浄化槽、受水槽などの点検・保守を実施する。

１　公園巡視業務
・各公園原則月2回以上の巡視点検及び軽微な施設補修を行う。
２　公園機動業務
・巡視業務や市民要望等のうち、緊急性が高く比較的簡易な補修作業を迅速に行う。

625,748
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②活動（アウトプット）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

③短期成果（アウトカム）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

実績値

達成率

目標値

実績値

実績値

指標名 指標の定義 設定理由

目標値 -

-

実績値 164

412 -84 288

達成率 - 195%

-

-

-

19

2028
年度

2027
年度

2026
年度

2025
年度

指標名 指標の定義 設定理由

遊具に関する苦
情・要望件数
（件）

遊具に関する市民から
の苦情・要望及び巡視
業務における遊具の不
具合報告の合計件数

ハザード3を解消することによ
り、遊具の安全性が向上し、市
民からの苦情・要望や、巡視業
務による不具合の報告の件数
の減につながる。

2029
年度

ハザード３遊具
の解消数（基）

令和4年度の遊具健全
度調査において、ハザー
ド3と判定された429基の
遊具のうち、令和5年度
までに対応済みの17基
を除いた412基の解消数
(累計）

ハザード3は、「生命に関わる危
険があるか、重度の傷害あるい
は恒久的な障害をもたらしうる
ハザードがある状態」であるた
め、安全・安心や公園利用のた
めの早急な対策が必要である。

2029
年度

目標値 259 251 243 235 227

達成率 -

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

-

267

目標値 -

実績値

達成率 -

2024
年度

達成率 -

目標値

73.4%

353
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④長期成果（アウトカム）指標

※達成率は2034年度の目標値に対する実績値から算出する。

⑤目的：10年後(2034年)の理想の姿

2027
年度

2028
年度

2029
年度

目標値
2034
年度

指標名
基本計画

指標

31.6 25.9

まち全体にみどりがあふれ、公園や緑地がこどもの遊び、育ちの場や市民の生きがい創出の場となっている。

50.0
（2030
年度）

2026
年度

指標の定義

○
公園を月1回以上利用する
人の割合（％）

緑の基本計画におけるアン
ケート実施による市民意識
調査。

実績値

達成率

実績値

達成率

実績値

達成率

2024
年度

2025
年度

51.8%63.2%
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「①事業活動（アクティビティ）」の実施内容と事業改善（2026年度記載）

「②活動（アウトプット）指標」の見直しの要否（2026年度記載）

公園緑地帯維持
管理事業

公園巡視機動業
務委託事業

公園施設長寿命
化事業 国交付金
事業

公園内の清掃及び除草、軽易な剪定刈りこみなどの愛護会活動に対し、
芝刈り機の貸出しや傷害賠償保険加入などの支援を行うとともに報償金
を支払った。

雄踏総合公園ほか17公園において、指定管理者による運営管理を行っ
た。

事業名

愛護育成事業

公園施設維持管
理事業

指標見直しの要否 否

事業改善の内容や今後の方向性

愛護会活動のPRを行うとともに、公
園利用団体などに対して、愛護会
設立に向けた働きかけをするなど、
愛護会活動を広げる取り組みを推
進する。

引き続き、受託者との連絡・調整を
密にして、迅速な対応を実施する。

引き続き、長寿命化計画に基づき
事業を推進し、施設のハザード除去
と長寿命化を行うことで、公園のラ
イフサイクルコストの縮減を図る。

市内の公園（指定管理者制度導入公園等を除く）を対象に、公園巡視業
務及び公園機動業務を業務委託にて発注し、各公園において月2回以
上の巡視点検パトロールを行うとともに、緊急性が高く比較的簡易に対
応できる案件の対応を速やかに行った。

公園施設長寿命化計画に基づき、国交付金を活用して、ハザード３の遊
具の更新工事を優先的に実施した。

実施内容

市内の公園（指定管理者制度導入公園等を除く）を対象に、適正な維持
管理を行うため、樹木剪定・伐採、除草のほか、遊具点検、トイレ清掃、
浄化槽の保守点検など公園施設の点検・保守を実施した。

引き続き、指定管理者による維持
管理を行う中で、安全で快適な公園
の提供と利用者便益の向上を図
る。

引き続き、安全安心で快適な公園
を提供するため、危険木の除去な
ど適正な維持管理を行う。

公園施設改良事
業

遊具や照明灯などの公園施設において、安全性に支障が生じ、老朽化
も進展している施設の修繕・更新等を行った。

遊具のハザード３の解消と照明灯
のLED化を最優先事項として対応し
つつ、他の施設においても、緊急度
や危険度などから優先順位をつ
け、順次対応していく。

【2025年度の評価】
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「③短期成果（アウトカム）指標」の見直しの要否（2026年度記載）

2025年度の政策の評価と2026年度以降の取組の方向性（2026年度記載）

指標見直しの要否 否

公園施設改良事業や公園施設長寿命化事業の推進により活動指標を大きく達成できた一方、短期成果指標である遊具の苦
情・要望件数は目標を達成できなかった。
引き続き、老朽化した遊具の更新を計画的に進めるとともに、公園内や周辺環境の安全に配慮した樹木管理を行うなど、安全安
心・快適に利用できる公園の維持管理に取り組んでいく。特に、ハザード３と判定され使用禁止となっている遊具において、2027
年度の完了に向け、対策工事を加速化するとともに、現場や市ホームページなどにおいて対策状況の情報発信に努め、遊具に
関する苦情・要望件数の指標達成を図ることで、公園利用を促進する。
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